
 

 

 

BIM/CIM取扱要領の整合性確認に適応した 

ソフトウェアの開発 
 

 

 

伊
い

井
い

龍
りゅう

斗
と

1・前原
まえはら

正典
まさのり

1・井手
い で

康
こう

介
すけ

1・本田
ほ ん だ

博幸
ひろゆき

1
 

 

1大日本ダイヤコンサルタント（株） 構造耐震技術センター 

（〒330-6011 埼玉県さいたま市中央区新都心11-2 L.A.タワー） 

 

 

令和7年3月制定（令和8年3月改訂）のBIM/CIM取扱要領に基づき，3次元モデルを「工事契約

図書」として活用するため，2次元図面との整合性を完全に確保するソフトウェアを開発した．

同一情報から3次元モデルと2次元図面を自動生成することで効率化および品質向上を図り，手

戻りを防止する．また，2次元配筋図の自動生成機能，部分的な3次元配筋図による干渉チェッ

ク機能も備え，品質向上と現場での手戻り防止，業務効率化を同時に実現するものである． 
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１．はじめに 

 

近年，建設分野では生産性向上と品質確保を目的

としたDXが急速に進展している．国土交通省からは，

令和 6年 4月に「直轄土木業務・工事における

BIM/CIM適用に関する実施方針1)」，令和7年3月に

「BIM/CIM取扱要領2)」（1）2）とも令和8年3月改訂）

が制定され，BIM/CIM適用が必須化された．現在，3

次元モデルは参考資料の段階だが，今後は図面と連

動するLEVEL-2（契約図書化）や，全てを3次元化し

自動設計を行うLEVEL-3への移行が視野にあり，こ

れらに向けた先行開発が重要となる．参考文献2）で

は3次元モデルと2次元図面の整合性確保が求められ，

3次元モデルから2次元形状を切り出して2次元図面

を作成することが一般的だが，「同一情報からの自

動生成」も要件を満たす．手作業で個別作成し整合

を確認する従来手法では，作図者の技術差で品質に

バラツキが生じやすく，手戻り防止が課題であった． 

これらの課題を解決し，将来の契約図書化や完全

3次元設計への移行に早期対応するため，作図指示

ツールの入力情報から2次元図面および3次元モデル

までを，同一プログラムで自動生成できる先進的な

ソフトウェアを開発した（図-1）．本開発は，単な

る参考資料作成の効率化にとどまらず，3次元モデ

ルを用いた視覚的な干渉チェックの徹底による品質

向上や，自動描画による品質の均一化，さらに実務

での「3次元設計」への改革推進を目的としている． 

本稿では，ソフトウェアの概要と機能，導入によ

る効率化や品質向上の効果，今後の展望を報告する． 

１つのPGとして開発

自動生成

2次元図面

・構造図

・配筋図 互いに整合

入力情報（形状寸法・配筋等）

3次元モデル

 
図-1 開発ソフトウェアのイメージ 

 

２．開発ソフトウェアの概要と機能・対応形式 

 

(1) ソフトウェアの概要と自動生成機能 

 

 本ソフトウェアは，下部工の3次元モデルと2次元

図面を，定型書式の入力情報から同時に自動生成す

る機能を有している．図-2，図-3に入力画面の例を

示す．入力を定型書式とすることで，技術者の経験

やオペレーターのスキルの差による品質のバラツキ

を抑え，成果物の品質均一化が可能となる．また，

地方整備局などの適用基準によって細部構造が異な

る場合でも，適用基準を選択する機能を備えており，

自動で基準に則した細部構造の反映が可能である．

これにより，自動描画される図面が統一され，品質

向上および手戻り防止等の効率化が期待できる．こ

の「同一の情報からの自動生成」を実現することで，

参考文献2）で要求されている3次元モデルと2次元図

面の【整合の根拠】を満たすことができる． 



  

  

 

(2) 現在の対応形式 

 

 表-1に現在の本ソフトウェアの対応形式を示す．

逆T式橋台や壁式・張出式橋脚，直接基礎および各

種杭基礎，部分3次元配筋図の自動生成に対応して

いる．今後はラーメン式橋台などの未対応形式の追

加や，3次元配筋図のフルスペックでの自動生成，

積算連携のための属性付与機能の実装を進めていく． 

 
表-1 現在の対応形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 出力成果と干渉チェック機能 

 

 図-4に2次元配筋図，図-5に自動生成した2次元構

造図・3次元モデルの例を示す．本ソフトウェアで

は，配筋図のほかに加工図や鉄筋表も自動生成され

る．また，参考文献1）の推奨項目への対応として，

下部工部分（橋座部・台座部配筋や箱抜き部など）

の3次元配筋図の自動生成，および支承アンカー等

との干渉チェック機能も実装している．これにより，

視覚的な干渉チェックを徹底し，現場での手戻り防

止と品質の更なる向上を図っている． 

 

 
図-4 2次元配筋図 

図-2 入力画面（形状寸法等，例：パラペット） 

図-3 入力画面（配筋情報，例：パラペット） 

内容

・下部工3次元モデルと
  2次元構造図・配筋図の自動生成
・部分3次元配筋図の自動生成
　および干渉チェック
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３．ソフトウェアの機能検証と導入効果 

 

(1) 品質の均一化と業務効率化 

 

 表-2に従来方法とソフトウェアを使用した場合の

作業時間の比較結果を示す．対象は一般的な逆T式

橋台とした．定型書式に諸条件を入力することで図

面とモデルが自動生成されるため，これまで技術者

の経験やオペレーターのスキルの差によって生じて

いた品質のバラツキをなくし，均一化が可能となっ

た．作業時間の比較検証では，従来方法で23時間

（2次元構造図15時間，3次元モデル8時間）かかっ

ていた作業が，本ソフトウェアの使用により14時間

（構造図7時間，3次元モデル7時間）となり，従来

比で約40%の作業時間短縮（効率化）が確認された． 

 
表-2 作業時間の比較（対象：逆T式橋台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 干渉チェックによる現場手戻りの防止 

 

 図-6に自動生成された部分3次元配筋図を示す．

部分3次元配筋図を用いることで，橋座部・台座部

配筋と支承アンカー等との干渉チェックを視覚的に

行うことができる．事前に配筋状況を正確に把握す

ることで，現場における鉄筋干渉による位置調整等

の遅延を回避でき，施工段階における効率化促進が

期待できる． 

 

(3) 実務での使用実績と3次元設計への改革促進 

 

 本ソフトウェアはすでに実務レベルでの運用が開

始されている．社内での複数業務において，3次元

モデルの作成や作図者への指示ツールとしての使用，

橋台の2次元配筋図の自動作図等に適用され，確か

な成果を上げており，着実に業務へ浸透している．

今後も実務での使用を重ねながら，継続的なバー

ジョンアップを実施していく．また，土木設計デー

タのパラメータ化による連携用中間ファイルが設定

され次第，読み込み機能を実装するなど，業務初期

から3次元モデルを有効活用していくことで，将来

的な「3次元設計」のフローへの改革を促進し，建

設分野全体の業務効率化とミス削減を推進する重要

なステップとなる． 

図-6 自動生成（部分3次元配筋図による干渉チェック） 

従来方法 ソフトウェア使用

2次元図面

（構造図）

15時間

<12～18時間>

7時間

<5～9時間>

3次元モデル
8時間

<7～9時間>

7時間

<6～8時間>

合計
23時間

(1.00)

14時間

(0.61)

注1)ソフトウェアの入力時間は3次元モデルに含む
注2)< >内は5名程度のCADオペによる作業時間の計測結果

図-5 自動生成（例：逆T式橋台の2次元図面および3次元モデル） 



  

 

 

４．今後の展開 

 

 表-3に示す通り，将来的には，詳細構造や附属物

も含めたすべてを3次元で設計する「3次元設計

（LEVEL-3）」への移行を視野に入れている．現在

は橋座部や台座部など部分的な作成にとどまってい

る3次元配筋図の自動描画について，今後はフルス

ペックでの作成機能を追加する予定であり，その手

始めとして橋脚の3次元配筋図自動描画プログラム

の開発に着手する．また，3次元モデルのオブジェ

クトごとに部材名，材料規格，工事工種体系ツリー

コードなどの属性情報を付与し，積算システムへ直

接取り込める数量データの作成機能や，鉄筋のかぶ

り・あきを自動照査する機能の実装も進めている． 

一方で今後の重要な展開として，直角加工などの

簡略化表記が一般的な2次元配筋図と，太さや曲げ

加工（R表示など）を含めた実形状で作成される3次

元モデルとの間での整合性の確保が挙げられる．ま

た，表面保護工や背面排水工といった各種基準に

よって異なる構造細目を数量データへ正確に反映さ

せる手法の確立も不可欠である．さらに，現在のソ

フトウェアが対応している適用形式は限定的である

ため，実務での汎用性を高めるべく，今後のアップ

デートにより対応可能な構造形式を随時拡張してい

くことも必要である． 

 

 

 

 

５．まとめ 

 

本ソフトウェアの活用は，定型書式からの自動生

成により，参考文献2）で要求される整合性確保の1

手法である「同一情報からの自動生成」を満たすだ

けでなく，作図者の技術力に依存しない設計品質の

均一化とヒューマンエラー低減を実現する．また，

作業時間を従来比で約40%短縮でき，大幅な業務効

率化に寄与する．さらに，3次元モデルによる事前

干渉チェックにより，施工段階の手戻りを防ぎ，建

設プロセス全体の生産性向上にも貢献する．今後は，

実業務での適用実績を積みながら継続的な機能拡張

を進める．具体的には，3次元配筋図自動描画プロ

グラム開発や，属性情報を付与し積算システムへ直

接連携できる数量データ作成機能，鉄筋のかぶり・

あき自動照査機能の実装を予定している．これらの

取り組みに加え，土木設計データのパラメータ化に

よる連携用中間ファイルが設定され次第，読み込み

機能を実装し，業務初期から3次元モデルを活用し，

「3次元設計（LEVEL-3）」への改革を促進する． 
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